
６
月
19
日
か
ら
６
月
28
日
ま
で
、
区
議

会
第
二
回
定
例
会
が
行
わ
れ
、
21
日
に
は
、

奥
村
あ
き
こ
議
員
が
日
本
共
産
党
区
議
団

を
代
表
し
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

今
期
か
ら
新
た
に
就
任
し
た
山
本
泰
人

（
や
ま
も
と

た
い
と
）
区
長
に
対
す
る

初
め
て
の
一
般
質
問
と
な
り
ま
し
た
。

消
費
税
増
税
中
止
に
声
あ
げ
て

４
月
の
「
中
央
区
景
気
動
向
調
査
」
で

は
「
景
気
回
復
ま
で
の
道
の
り
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
間
企
業
経
営
に
長
年
係
わ
っ
て
き
た

区
長
の
立
場
か
ら
、
今
の
経
済
状
況
は
消

費
税
増
税
に
耐
え
う
る
と
思
う
か
、
ま
た
、

増
税
が
商
工
業
や
消
費
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
質
問
す
る
と
、
「
駆
け
込
み
需
要

に
引
き
ず
ら
れ
、
末
端
の
小
売
り
の
商
品

も
影
響
を
受
け
る
が
、
徐
々
に
回
復
す
る

だ
ろ
う
」
と
の
見
方
を
示
し
ま
し
た
。

国
に
対
し
、
増
税
中
止
を
求
め
る
べ
き

と
の
質
問
に
は
、
「
国
で
は
軽
減
税
率
の

実
施
な
ど
で
対
応
す
る
と
し
て
い
る
」
と

し
、
答
弁
を
避
け
ま
し
た
。

減
ら
な
い
年
金
制
度
こ
そ

区
長
は
所
信
表
明
で
「
高
齢
者
が
い
き

い
き
と
活
動
し
、
人
生
を
謳
歌
」
で
き
る

こ
と
を
推
進
し
て
い
く
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支

え
る
年
金
を
減
ら
な
い
年
金
に
す
る
こ
と
、

年
金
を
自
動
削
減
す
る
し
く
み
の
「
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
廃
止
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
区
長
は
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
は
給
付
と
負
担
の
均
衡
を
図
る
た
め

に
導
入
さ
れ
た
」
「
今
後
も
国
の
動
向
を

注
視
す
る
」
と
し
、
今
の
年
金
制
度
を
批

判
は
せ
ず
、
国
の
立
場
を
容
認
し
ま
し
た
。

中
央
区
か
ら
平
和
の
発
信
を

今
、
核
兵
器
の
完
全
廃
絶
を
求
め
る

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
に
、
東
京
23

区
で
は
文
京
区
な
ど
８
人
の
区
長
が
、
全

国
で
も
１
１
３
５
人
と
過
半
数
以
上
の
首

長
が
署
名
し
て
い
ま
す
。
（
４
／
24
現
在
）
。

前
・
矢
田
区
長
は
署
名
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
山
本
区
長
は
「
私
も
圧
倒
的
な
平

和
主
義
者
な
の
で
、
核
兵
器
禁
止
条
項
に

は
賛
成
」
「
平
和
首
長
会
議
で
平
和
の
意

識
を
発
露
し
て
い
き
た
い
」
と
前
向
き
な

見
解
を
示
し
、
署
名
に
応
じ
る
可
能
性
を

示
唆
し
ま
し
た
。

共
同
建
替
の
促
進
を

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
中
心
の
市
街

地
再
開
発
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
転
換
が

急
務
と
な
る
中
、
、
従
来
の
権
利
変
換
型

で
は
な
い
共
同
出
資
型
に
よ
る
共
同
建
替

え
に
つ
い
て
、
庁
内
で
研
究
・
協
議
す
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
が
、
区
は
「
老
朽
家

屋
の
建
替
に
際
し
て
は
現
体
制
で
対
応
で

き
る
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。

※
全
質
問
は
区
議
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
音
声
で
お

聞
き
い
た
だ
け
ま
す
。
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【
質
問
事
項
】

１
．
消
費
税
増
税
に
つ
い
て

２
．
年
金
問
題
に
つ
い
て

３
．
平
和
問
題
に
つ
い
て

４
．
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

５
．
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

質問する奥村あきこ議員

副
区
長
は
一
人
体
制
で
十
分

副
区
長
の
選
任
同
意
に
反
対

第
二
回
定
例
会
最
終
日
に
「
中
央
区

副
区
長
の
選
任
同
意
に
つ
い
て
」
の
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
案
は
、
任
期
満
了
と
な
る
齋

藤
進
氏
を
引
き
続
き
副
区
長
に
選
任
し
、

「
副
区
長
二
人
体
制
」
を
維
持
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
私
は
、
党
区
議
団

を
代
表
し
て
反
対
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

23
区
の
中
で
、
二
人
副
区
長
体
制
は

中
央
区
を
含
め
17
区
で
、
現
在
、
６
区

は
一
人
副
区
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人

口
16
万
人
の
中
央
区
で
、
二
人
副
区
長

は
過
剰
な
体
制
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
副
区
長
の
給
料
は
退
職
手
当
を

含
め
、
勤
続
４
年
で
一
人
約
８
２
６
０

万
円
で
す
。
私
は
、
区
の
財
政
の
面
か

ら
も
是
正
が
必
要
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

中
央
区
に
お
い
て
、
１
９
８
８
年
か

ら
３
期
12
年
間
に
、
２
人
目
の
副
区
長

ポ
ス
ト
に
交
代
で
就
い
た
の
は
い
ず
れ

も
東
京
都
の
都
市
再
開
発
関
連
部
局
の

幹
部
職
員
で
、
臨
海
副
都
心
計
画
と
臨

海
幹
線
道
路
計
画
な
ど
を
、
都
の
「
上

位
計
画
」
に
そ
っ
て
中
央
区
で
推
し
進

め
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
５
年
以
降
は

「
天
下
り
」
ポ
ス
ト
で
は
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
二
人
副
区
長
制
の
も
と
で
、

「
都
市
再
生
」
の
名
に
よ
る
大
企
業
中

心
の
大
規
模
再
開
発
路
線
を
加
速
さ
せ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
体
制
を
見
直
し
、
副
区
長

は
一
人
体
制
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た

が
、
他
会
派
の
賛
成
多
数
で
二
人
区
長

制
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

区議団団長

おぐり智恵子



６
月
27
日
、
環
境
建
設
委
員
会
が
開
か

れ
、
中
央
区
の
地
区
計
画
を
変
更
す
る
付

託
議
案
が
審
議
さ
れ
、
反
対
し
ま
し
た
。

今
年
２
月
の
地
区
計
画
の
変
更
に
伴
い
、

７
月
１
日
施
行
で
、
晴
海
を
除
く
ほ
と
ん

ど
の
地
域
で
、
建
築
物
の
用
途
、
構
造
及

び
敷
地
に
関
す
る
制
限
が
変
更
さ
れ
、
高

度
利
用
型
地
区
計
画
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

人
口
増
抑
制
を
は
か
る
な
ら

再
開
発
こ
そ
見
直
し
を

高
度
利
用
地
区
計
画
と
は
、
一
定
の
条

件
の
も
と
で
、
建
築
物
の
容
積
率
を
緩
和

す
る
も
の
で
す
が
、
今
回
の
地
区
計
画
の

変
更
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て
き

た
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
容
積
率
１
・
２

倍
の
緩
和
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
ホ
テ
ル
や
公
益
施
設

に
対
し
て
は
容

積
率
の
緩
和
措

置
が
と
ら
れ
ま

す
。区

は
、
定
住

人
口
が
回
復
し
た
こ
と
を
地
区
計
画
変

更
の
主
な
理
由
と
し
て
い
ま
す
が
、
市

街
地
再
開
発
は
別
枠
で
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
進
め
る
と
い
う
の
で
は
道
理
が
あ

り
ま
せ
ん
。

今
、
区
内
で
は
、
市
街
地
再
開
発
事

業
に
よ
る
超
高
層
タ
ワ
ー
型
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
が
止
ま
ら
ず
、
人
口
が
増
え
続

け
て
い
ま
す
。

「
特
養
ホ
ー
ム
や
保
育
所
な
ど
区
民

に
必
要
な
施
設
が
足
り
な
い
」
「
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
が
増
大
し
、
環
境
へ
の
負
荷

が
大
き
い
」
「
東
京
一
局
集
中
が
加
速

す
る
」
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
ひ
ず
み
が
生

ま
れ
て
お
り
、
人
口
増
に
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
と
い
う
の
な
ら
、
巨
大
な
市
街

地
再
開
発
事
業
こ
そ
見
直
し
て
い
く
べ

き
で
す
。

中
低
層
の
ま
ち
づ
く
り
で

住
環
境
ま
も
っ
て

ま
た
、
容
積
率
緩
和
に
よ
る
ホ
テ
ル

の
誘
導
に
つ
い
て
も
、
需
要
と
供
給
の

バ
ラ
ン
ス
が
担
保
さ
れ
ず
、
ホ
テ
ル
不

足
に
な
る
と
い
う
裏
付
け
デ
ー
タ
も
な

い
、
と
区
自
身
が
認
め
る
な
か
で
、
必

要
な
施
策
と
は
到
底
、
思
え
ま
せ
ん
。

地
域
で
も
ホ
テ
ル
整
備
を
望
む
声
は

ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
な
い
の
が
実
態
で
す
。

今
、
必
要
な
の
は
、
ホ
テ
ル
誘
導
で

は
な
く
、
路
地
を
生
か
し
た
中
低
層
の

ま
ち
づ
く
り
で
住
環
境
を
ま
も
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
図
る
こ
と
で
す
。

６
月
補
正
予
算
で
、
築
地
場
外
市
場

地
区
活
性
化
支
援
事
業
と
し
て
、
４
千

万
円
の
予
算
案
が
決
定
し
ま
し
た
。

昨
年
10
月
に
築
地
市
場
が
移
転
と
な

り
、
場
外
市
場
や
周
辺
地
域
に
大
き
な

影
響
が
出
て
い
ま
す
。

私
た
ち
日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
移

転
後
４
回
に
わ
た
っ
て
、
事
業
者
や
地

域
の
方
た
ち
に
聞
き
取
り
を
行
い
、

「
売
り
上
げ
が
落
ち
た
」
「
豊
洲
へ
の
仕

入
れ
に
行
く
が
時
間
が
か
か
る
」
な
ど

の
声
を
ま
と
め
、
中
央
区
や
都
に
対
し
、

影
響
調
査
を
お
こ
な
っ
て
支
援
策
と
る

よ
う
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
予
算
は
、
東
京
都
の

「
大
規
模
施
設
の
移
転
等
に
伴
う
緊
急
支

援
補
助
金
」

を
活
用
し
て
、

地
元
か
ら
の

提
案
を
受
け

て
、
Ｐ
Ｒ
活
動
や
朝
市
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
、
そ
の
他
活
性
化
の
活
動
な
ど
に
補

助
を
お
こ
な
う
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
場
外
市
場
や
築
地
地
域

全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

補
正
予
算
の
そ
の
他
主
な
も
の

■
お
も
て
な
し
ロ
ー
ド
（
仮
称
）
の
整
備

東
京
五
輪
に
向
け
、
晴
海
通
り
・
中
央
通
り
に
微

細
ミ
ス
ト
、
花
の
装
飾
な
ど
で
「
お
も
て
な
し
」

■
私
立
認
可
保
育
所
の
開
設
準
備
補
助

新
た
に
私
立
園
を
開
設
す
る
事
業
者
に
経
費
の
一

部
を
補
助

■
伝
統
工
芸
品
産
業
調
査

[無料] 法律・生活相談会
毎月第３火曜日 午後３時～

◎予約が必要です。事前にご連絡をお願いします。

区議団控室 (3546) 5563

党中央地区委員会 (3551) 6820

所属委員会・付属機関委員

★おぐり智恵子

・企画総務委員会委員

・防災等安全対策特別委員会副委員長

・議会運営委員会委員

・都市計画審議会委員

・消防団運営委員会委員

★奥村あきこ

・環境建設委員会副委員長

・少子高齢化対策特別委員会委員

・青少年問題協議会委員

・都市整備公社評議員会委員

４月の区議会議員選挙後、はじめて議会となる臨時議会が、

５月26日から29日まで開かれ、新しい議会構成が決まりました。

中央区議会の会派構成
（かっこ内は議員数）

・自由民主党(13）
・公明党(4）

・立憲民主党新風会(3）

・あたらしい中央(2）

・日本共産党(2）
・無所属(1）

・子どもを守る会(1）

・中央区民クラブ(1）

・新青会(1）
・維新の会(1）

・中央未来会議(1）

環境建設委員

奥村あきこ

企画総務委員会委員

おぐり智恵子

場外市場で聞き取り

調査する党都議団・

区議団。19年2月

中
央
区
地
区
計
画
の
変
更


